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年 頭 の ご あ い さ つ

　新年あけましておめでとうご
ざいます。
　皆様方におかれましては、健
やかに新春を迎えられたことと

お慶び申し上げます。
　昨年は、社会全体が新型コロナウィルスによ
る様々な制約から解放され、生衛業界において
も個人消費の回復などによる経営の改善が期待
されていた矢先、急激な円安の進行による原材
料価格や燃料代の高騰、物価高による消費者の
節約志向の高まり、さらには本県の最低賃金が
時給での換算をはじめた平成１４年以降最も高
い引き上げ率で改定されるなど、コロナ禍から
の回復ペースを大きく上回るコスト高に見舞わ
れた一年となりました。
　こうした状況のなか、令和６年９月２日に各
生活衛生同業組合理事長連名による和歌山県知
事あての支援要望書を県へ提出し、県副知事・
県環境生活部長との面談の場においては各理事
長から生衛業を取り巻く厳しい経営状況等につ
いて意見交換を行うとともに、新たな取組とし
て生衛組合が主体となって「衛経」（生活衛生関
係営業経営改善資金特別貸付制度）の利子補給

制度拡充に向けた市町への要望活動を実施した
ところです。
　私たち生衛業は、経営の持続化、組合員の減
少及び後継者不足など、社会情勢の変化に伴う
多くの課題を抱えておりますが、日常生活に必
要不可欠なサービスを提供することで住民の安
全・安心な暮らしを支えるという社会的使命の
重さを営業者一人ひとりが十分認識し、それぞ
れの課題解決に向けて誠実に取り組まなければ
ならないと考えております。
　当センターでは、各生活衛生同業組合、全国
生活衛生営業指導センター、日本政策金融公庫、
和歌山県よろず支援拠点、和歌山働き方改革推進
支援センター、和歌山県中小企業診断協会等の
関係機関と緊密に連携し、和歌山県、市町村等
の行政機関のご協力を得ながら、生衛業の皆様
に役立つ情報の提供や相談・指導を通じて、生
衛業界の経営の安定化及び衛生水準の維持向上
等に引き続き努力してまいりますので、皆様方
の一層のご理解とご協力をお願いいたします。
　結びに、生衛業界の益々の発展と皆様方のご
多幸を祈念いたしまして、年頭のご挨拶といた
します。

公益財団法人和歌山県生活衛生営業指導センター
理事長　池　田　一　雄

ホームページには、「融資のご案内、受動喫煙防止対策、S マーク制度（標準営業
約款）、組合加入のご案内（加入のメリット）」など必要な情報が満載です♪
https://www.seiei.or.jp/wakayama/ 【スマートフォン対応】

編集発行　公益財団法人  和歌山県生活衛生営業指導センター　〒 640-8045　和歌山市ト半町33
　　　　　TEL 073−431−0657　 FAX 073−422−3269　e-mail : wakayama-center@seiei.or.jp
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年 頭 の ご あ い さ つ

　明けましておめでとうございます。
　今年は、新しい総合計画をつくり、2040 年の和歌山県のめざす姿を県民の皆様にお示しした
いと思います。県民の皆様が幸福に暮らせる道筋を考え、幅広く皆様の御意見を伺いながら計

画に反映していきます。
　災害への対応については、トイレトラックやキッチンコンテナの導入による避難所の環境改善や、国土強靭
化による防災、減災事業を行っています。また、県庁の働き方改革を進め、仕事の能率を上げ、県民サービス
の向上をめざします。さらに、こども食堂の応援や昨年 10 月から実施している県内の小中学校の給食費無償化
など、引き続き、多様性、公平、包摂の考え方に基づいた県政を進めます。
　大阪・関西万博では和歌山の魅力を発信し、観光振興、ビジネス機会の創出を図ります。また、農林水産業
を推進し、カーボンニュートラルに資する産業の振興や民間小型ロケット射場「スペースポート紀伊」の発展
にも力を入れます。
　結びに、新しい一年が、皆様にとって輝かしい年となりますことをお祈り申し上げ、年頭の御挨拶といたし
ます。

　　　　　　和歌山県知事　岸　本　周　平

和歌山県飲食業生活衛生同業組合 理事長
和歌山県クリーニング業生活衛生同業組合 理事長
和歌山県興行生活衛生同業組合 理事長
和歌山県公衆浴場業生活衛生同業組合 理事長

和歌山県食肉生活衛生同業組合 理事長
和歌山県美容業生活衛生同業組合 理事長
和歌山県理容生活衛生同業組合 理事長
和歌山県旅館ホテル生活衛生同業組合 理事長

田中　大治
小倉　正基
大槻　尚宏
中本　有香

池田　一雄
村田　博文
東根　清一
利光　伸彦

新年の御挨拶を申し上げます

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年を顧みますと、インバウンド需要の増加や個人消費の持ち直しなど、緩やかな景気の回復基調が続く一
方で、物価高騰や人手不足がより一層顕著となりました。生活衛生関係営業を営む皆様方におかれましては、
適正価格の実現やデジタル化の推進といった多くの課題に向き合われた１年だったことと存じます。
　そのような状況下においても、創意工夫を凝らして課題解決を図り、地域経済や地域コミュニティーの核と
して、真摯にご商売に取り組まれてきた皆様方に、心から敬意を表します。
　新たな年は、景気回復の動きが和歌山県全域、そして各階層へ広く浸透することを願うとともに、これまで
の皆様方の取組みが実を結び、飛躍の年となりますことをご期待申し上げます。
　私ども日本政策金融公庫におきましては、事業者の皆様からのご融資、条件変更などのご相談に対し、引き
続き、きめ細やかに対応していくことはもちろんのこと、創業や事業承継のご支援にも積極的に取り組んでま
いります。また、経営に役立つ情報提供等にもより一層力を入れてまいりますので、変わらぬご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。
　結びに、和歌山県生活衛生営業指導センター並びに各生活衛生同業組合の皆様のますますのご繁栄を祈念し
て、新年のご挨拶とさせていただきます。

株式会社日本政策金融公庫和歌山支店
支店長兼国民生活事業統轄

川　口　英　明

株式会社日本政策金融公庫田辺支店
支店長兼国民生活事業統轄

山　口　賢　治
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Safety 安全

Standard 安心

Sanitation 清潔

標準営業約款制度「Ｓマーク」は、消費者の皆さまにご利用いただく際の安全・安心の目印です。
理容店、美容店、クリーニング店、飲食店のお店選びはＳマーク登録店で！

公益財団法人　和歌山県生活衛生営業指導センター  和歌山市ト半町33和歌山ミートビル2階　TEL 073-431-0657　FAX 073-422-3269登 録 申 請
お問い合わせ

Ｓマーク登録店は、万一事故が発生した場合、事故賠償基準に基づいて賠償が行えるよう損害賠償責任保険に加入しています。

Ｓマーク登録店は、標準的なサービスを提供出来るよう、提供する役務の内容、基準を細かに定めています。

Ｓマーク登録店は、衛生的なサービスを提供出来るよう、営業施設又は設備についての基準を定めています。

＊表彰＊
永年にわたり生活衛生業界の発展に功労のありました次の方々が表彰されました。
心からお慶び申し上げますとともに、今後益々のご活躍をお祈り申し上げます。

表  彰
○厚生労働大臣表彰（生活衛生功労者）
　　和歌山県飲食業生活衛生同業組合　　　理事長　田中　大治氏（田辺市）
　　和歌山県旅館ホテル生活衛生同業組合　理事長　利光　伸彦氏（和歌山市）

○全国理容生活衛生同業組合連合会理事長表彰
　　和歌山県理容生活衛生同業組合　　　常任理事　結城　幸一氏（和歌山市）

○厚生労働大臣表彰（食品衛生功労者）
　　和歌山県飲食業生活衛生同業組合　　　　理事　里中　陽互氏（新宮市）
　　和歌山県飲食業生活衛生同業組合　　　　　　　中西　康雄氏（かつらぎ町）

○全国生活衛生同業組合中央会理事長表彰
　　和歌山県美容業生活衛生同業組合　　副理事長　井溪　文子氏（田辺市）

○厚生労働省健康・生活衛生局長表彰
　　和歌山県理容生活衛生同業組合　　　　　　　　中井　隆也氏（和歌山市）

○和歌山県知事表彰（生活衛生功労者）
　　和歌山県美容業生活衛生同業組合　　副理事長　沖殿　年敎氏（和歌山市）
　　和歌山県飲食業生活衛生同業組合　　　　理事　井上　信子氏（田辺市）
　　和歌山県理容生活衛生同業組合　　　　　理事　藪井　廣志氏（海南市）
　　和歌山県旅館ホテル生活衛生同業組合　　理事　橋爪　正文氏（有田市）
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【和歌山県副知事との面談（令和６年９月２日）】

【和歌山県知事あての要望書を手交・和歌山県環境生活部長との面談（令和６年９月２日）】

【「衛経」利子補給制度拡充に向けた要望活動：２０市町に対して実施】
（令和６年８月１９日：和歌山市） （令和６年９月９日：すさみ町）
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後継者育成支援事業

　クリーニング師研修及び業務従事者講習は、クリーニング業法及び施行規則で３年に１回の割合で受講する
ことが義務付けられており、当センターでは和歌山県、県内各保健所及びクリーニング業組合のご協力を得て
実施しています。
　本年度は、クリーニング師研修（第１型）を令和６年８月４日（日）に和
歌山ビッグ愛で開催し２４名が受講、令和６年１１月１０日（日）に日高振
興局で開催し１１名が受講、令和６年１１月２０日（水）に終了した通信制（第
２型）には９名が受講しました。
　また、通信制で実施している業務従事者講習（第２型）には１４名が受講し、
修了者には修了証書と受講済ステッカーを交付しました。
　なお、今後のクリーニング師研修（第１型）については、令和７年２月９
日（日）に那智勝浦町体育文化会館での開催を予定しています。

　出前授業として、令和６年９月に広川町立耐久中学校
（対象：２年生５４名）で飲食業及び美容業を、１０月に
白浜町立白浜中学校（対象：２年生３６名）で理容業を、
１１月に紀の川市立池田小学校（対象：６年生５９名）で
飲食業及び美容業を実施しました。
　また、インターンシップとして、飲食業、理容業、美容
業及び旅館ホテル業の協力店舗において、中学生と高校生
の受け入れを実施しています。（右の写真は広川町立耐久
中学校における出前授業の様子）

　令和６年９月２日（月）に和歌山県民文化会館において、令和６年度「生活衛生同業組合活動推進会議」及び「衛
生水準の確保・向上推進会議（第１回）」を開催しました。会議では、各組合から本年度の生活衛生同業組合活
動推進事業及び衛生水準の確保・向上事業に係る「行動計画」についての発表があり、指導センターからは「衛
経」の利子補給制度拡充に向けた市町への要望活動の実施状況について報告を行うとともに、制度実現までの
継続した取組を依頼しました。また、和歌山県及び和歌山市から生衛業に関する情報提供や日本政策金融公庫
からは融資制度等の説明や助言等をいただきました。

地区生活衛生営業相談室の開設

クリーニング師研修及び業務従事者講習の開催

令和６年度「生活衛生同業組合活動推進会議」及び
「衛生水準の確保・向上推進会議」（第１回）の開催

　生衛業の皆様の経営、融資その他営業全般の相談に応じるために、日本政策金融公庫、和歌山県よろず支援
拠点、和歌山県中小企業診断協会のご協力をいただき、地区生活衛生営業相談室を開設し、物価高騰など生衛
業を取り巻く厳しい経営状況や課題について意見交換及び個別相談を実施しました。

開　催　日 管轄保健所 開　催　場　所
８月19日 新　宮 東牟婁振興局３階大会議室

９月 9 日 御　坊 御坊保健所別館大会議室

10月21日 岩　出 那賀振興局健康福祉部会議室

11月11日 海　南 海草振興局建設部海南工事事務所２階入札室
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支店名
住　所

電　話

和歌山支店
〒640-8158
和歌山市十二番丁58
0570-071039

田辺支店
〒646-0028
田辺市高雄1-11-27
0570-071826


